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３
月
６
日
か
ら
始
ま
っ
た
ミ
ラ

ノ
・
コ
ル
テ
ィ
ナ
２
０
２
６
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
冬
季
競
技
大
会
に
、
本
町

出
身
の
鈴
木
猛た

け

史し

選
手︵
カ
ヤ
バ
所

属
︶が
出
場
し
て
い
ま
す
。

　

６
大
会
連
続
で
パ
ラ
五
輪
出
場
と

な
っ
た
鈴
木
選
手
は
、
２
月
19
日
に

町
役
場
を
表
敬
訪
問
。
野
矢
実
副
町

長
が
鈴
木
選
手
に
激
励
金
を
手
渡

し
、﹁
世
界
の
舞
台
で
の
活
躍
を
町

民
一
丸
と
な
っ
て
応
援
し
て
い
ま

す
﹂
と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
男
子
座
位
の
滑

降
、
ス
ー
パ
ー
大
回
転
、
大
回
転
、

回
転
、
複
合
の
５
種
目
に
臨
む
鈴
木

選
手
は
﹁
過
去
２
大
会
の
悔
し
さ
を

糧
に
、
こ
の
４
年
間
頑
張
っ
て
き
ま

し
た
。
福
島
製
の
マ
シ
ン︵
石
川
町

の
企
業
が
製
作
し
た
フ
レ
ー
ム
︶で

戦
え
る
こ
と
が
心
強
い
で
す
。
町
民

の
皆
さ
ん
に
金
メ
ダ
ル
を
触
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
、
メ
ダ
ル
獲
得
に
全
力

を
尽
く
し
ま
す
﹂
と
力
強
く
語
り
ま

し
た
。

　

町
で
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ

ン
グ
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
会
場
で

一
緒
に
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

▼
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
日
程

〇
日
時

①
３
月
13
日︵
金
︶午
後
７
時
~
午

後
８
時
10
分︵
放
送
時
間
︶

②
３
月
15
日︵
日
︶午
後
８
時
~
午

後
９
時
15
分︵
放
送
時
間
︶

〇
開
場　

放
送
時
間
の
30
分
前

〇
会
場　

学
び
い
な　

展
示
ホ
ー
ル

02　Pick  Up

03　特集   町民の皆さんと考える   

　　10 年後の猪苗代の未来

06　まちのわだい　

08　「笑顔つむぐリレー」／地域おこし協力隊通　　

　　信／スクールトピックス

10　ごみ・リサイクル情報

12　いなわしろタウンページ

18　暮らしの情報広場

20　みんなの美術館／食生活改善推進員コーナー

今月の表紙
まるしめでは毎年ひな
人形を展示しています。
ひな人形は、３月３日
の 桃 の 節 句（ ひ な 祭
り）に、女の子の健や
かな成長と幸せを願っ
て飾るものです。写真
は、学校帰りにまるし
めに立ち寄った、猪苗
代小５年の眞田朋

と も

慧
え

さ
んと飯山彩

さ や

明
か

さんです。

【撮影日】２月 27 日
【撮影場所】　まちのえき

　　　　　   「まるしめ」

【目次】

鈴木猛史選手
ミラノ冬季パラで

金メダル獲得を誓う

左から野矢副町長、鈴木選手、佐藤隆宏教育長

Pick Up
今月の話題

ios 用 Android 用

LINE や メ ー ル
で町から情報を
配信しています。
ぜひ登録を！

み
ん
な
で
描
く

猪
苗
代
の
未
来

　

第
八
次
振
興
計
画
の
策
定
に
向
け
て
、

町
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
未
来
を
考
え
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
﹁
い
な
わ
し
ろ
み
ら
い

会
議
﹂
を
、
昨
年
10
月
か
ら
12
月
に
か
け

て
全
４
回
開
催
し
ま
し
た
。
世
代
や
立
場

を
超
え
た
人
た
ち
が
集
ま
り
、
町
の
魅
力

や
課
題
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
未
来
へ
の

思
い
を
語
り
合
い
ま
し
た
。

　
﹁
広
報
猪
苗
代
﹂
11
月
号
か
ら
１
月
号

で
は
、
そ
の
様
子
を
順
に
お
伝
え
し
て
き

ま
し
た
。
今
月
号
で
は
、
最
終
回
と
な
る

第
４
回
の
会
議
で
提
案
さ
れ
た
具
体
的
な

ま
ち
づ
く
り
の
ア
イ
デ
ア
を
ご
紹
介
し
ま

す
。猪

苗
代
町
振
興
計
画
と
は

　

猪
苗
代
町
の
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
計
画
の

中
で
、
町
の
施
策
の
柱
と
な
る
最
上
位

の
計
画
が
﹁
猪
苗
代
町
振
興
計
画︵
以
下
、

振
興
計
画
︶﹂
で
す
。
振
興
計
画
は
、
10

年
後
の
町
の
姿
を
描
き
、
そ
の
実
現
に
向

け
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
か
を
ま
と
め

た
計
画
で
す
。

　

現
在
は
、
平
成
29
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、
令
和
８
年
度
を
目
標
と
す
る
第
七
次

振
興
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
残

り
１
年
で
計
画
期
間
を
終
え
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
次
の
10
年
を
見
据
え
た
新
し

い
猪
苗
代
町
の
未
来
を
一
緒
に
考
え
る
た

め
に
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
未
来
の
ま
ち
づ

町民の皆さんと考える
10年後の猪苗代の未来

特　集

く
り
に
対
す
る
思
い
や
夢
を
語
っ
て
い
た

だ
き
、
第
八
次
振
興
計
画
の
策
定
に
生
か

し
て
い
き
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
世
代
が
参
加

　

昨
年
８
月
、
町
内
で
参
加
者
を
公
募
し

た
と
こ
ろ
、
24
人
の
申
し
込
み
が
あ
り
ま

し
た
。
高
校
生
の
若
い
世
代
か
ら
、
町
内

で
働
く
人
、
町
外
か
ら
来
た
地
域
お
こ
し

協
力
隊
、
役
場
職
員
ま
で
、
幅
広
い
人
た

ち
が
参
加
。
男
性
15
人
、
女
性
９
人
、
年

齢
は
15
歳
か
ら
66
歳
ま
で
と
、
老
若
男
女

が
同
じ
テ
ー
ブ
ル
に
集
ま
り
、
話
し
合
い

を
す
る
会
議
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

い
な
わ
し
ろ
み
ら
い
会
議

が
ス
タ
ー
ト

　

第
１
回︵
10
月
１
日
開
催
︶で
は
、
ま

ず
町
か
ら
会
議
の
趣
旨
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
参
加
者
は
４
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
自
己
紹
介
を
し

た
あ
と
、
町
の
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
や
自

慢
で
き
る
と
こ
ろ
、
さ
ら
に
﹁
も
っ
と
良

い
町
に
す
る
に
は
？
﹂
と
い
う
ア
イ
デ
ア

を
出
し
合
い
ま
し
た
。

　

第
２
回︵
10
月
29
日
開
催
︶で
は
、
前

回
出
し
合
っ
た
テ
ー
マ
の
中
か
ら
特
に
重

要
だ
と
思
う
も
の
を
選
び
、
そ
れ
を
基
に

﹁
将
来
こ
ん
な
町
に
な
っ
た
ら
い
い
な
﹂

と
い
う
将
来
像
を
考
え
ま
し
た
。

　

第
３
回︵
11
月
19
日
開
催
︶で
は
、
そ

の
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
の
具
体
的
な

ア
イ
デ
ア
を
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
効
果
に

つ
い
て
み
ん
な
で
考
え
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
最
終
回
と
な
る
第
４
回︵
12

月
17
日
開
催
︶で
は
、Ａ
~
Ｄ
の
各
グ
ル
ー

プ
が
町
に
向
け
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
ま
し
た
。

　

次
の
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
各
グ
ル
ー
プ
が

考
え
た
主
な
提
案
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

— いなわしろみらい会議からの提案 —



広報 猪苗代  2026-3    45    2026-3  広報 猪苗代

未
来
の
町
づ
く
り
に
向
け
た

４
つ
の
提
案

　

Ａ
グ
ル
ー
プ
は
、
大
人
も
子
ど
も
も
町

に
つ
い
て
学
べ
る
ス
ク
ー
ル
を
設
立
す
る

こ
と
を
提
案
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ス
ク
ー

ル
を
通
し
て
、
町
の
資
源
や
人
材
を
有
効

に
活
用
し
な
が
ら
育
て
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
そ
の
過
程
で
町
内
外
の
人
々
が
町
の

良
さ
を
再
認
識
で
き
る
機
会
を
つ
く
り
ま

す
。
そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
帰
郷
意
欲

の
醸
成
に
つ
な
げ
、
未
来
の
町
の
姿
へ
と

結
び
つ
け
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　

Ｂ
グ
ル
ー
プ
は
、
企
業
誘
致
に
よ
る
雇

用
の
創
出
や
、
猪
苗
代
高
校
や
町
の
イ
ベ

ン
ト
な
ど
の
情
報
発
信
に
よ
る
関
係
人
口

の
創
出
な
ど
、
人
口
減
少
対
策
に
つ
な
が

る
ア
イ
デ
ア
で
す
。

　

Ｃ
グ
ル
ー
プ
の
ア
イ
デ
ア
は
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
特
区
を
設
け
、
空
き
家
や
空
き
地
を

資
源
と
し
て
利
活
用
し
な
が
ら
新
た
な
挑

戦
を
促
す
こ
と
で
、
地
域
課
題
の
解
決
や

町
の
魅
力
発
信
、
若
者
の
活
躍
に
つ
な
げ

て
い
く
も
の
で
す
。

　

Ｄ
グ
ル
ー
プ
は
、
若
い
世
代
と
高
齢
者

と
の
交
流
や
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
を

活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
こ
と
で
、

10
年
後
の
中
高
生
の
活
躍
の
場
を
創
出
し
、

町
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
が
将
来
こ
の

町
で
活
躍
す
る
た
め
の
基
盤
づ
く
り
に
つ

な
げ
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
こ
れ
ら
の
提
案
を
受
け
て
、
町

に
関
わ
る
全
て
の
人
が
笑
顔
で
居
続
け
ら

れ
る
よ
う
に
、
皆
さ
ん
と
協
働
し
な
が
ら
、

そ
の
思
い
を
着
実
に
第
八
次
振
興
計
画
に

反
映
し
て
い
き
ま
す
。

【PLOFILE】
上ノ上在住、45 歳。大学
卒業後、都内一般企業に就
職。調理学校を経て南青山
のレストランで修行。Ｕ
ターンで家業のペンション
を継ぐ。ヒーリングインホ
ワイトペンションオーナー

岩﨑　陽
よ う

介
す け

さん Ａ
“ただいま”と “ おかえり ” で

にぎわいを創り出すまち　猪苗代

将来のまちのすがた

大人も子どもも “ 猪苗代 ” を学べる猪苗代スクール
を設立する。

町内の人が猪苗代の良さを再認識し、町外の人を「お
かえり」と歓迎できる。
町内の子どもが猪苗代の良さを知り、将来「ただい
ま」と戻って来たくなる。

効果

年長者や経験豊かな人から子どもに猪苗代町の話を
してもらう。

行事を地域で行い、スクールと意識せずとも、大人
と子どもが集まれる場をつくる。

信用を担保するため、スクール運営事務局を役場内
に置く。

自分たちでできること

地域でできること

手伝ってほしいこと

実現に向けたアイデア

グループ

Ｂ
グループ

Ｃ
グループ

Ｄ
グループ

将来のまちのすがた
どうにかしろ  いなわしろ

オレも！オマエも！
町の土台を輝かせ みんなで育てる町

個人事業主やスタートアップ企業を誘致する。
→職の地域定着

実現に向けたアイデア

人口流出を防ぐ。
猪苗代高校の探究活動の土壌育成。
人材の受け皿。

効果

店に行く。ＳＮＳなどで発信する。ローカルメディ
アを作る。

よそ者扱いしない。
好きでいること。

企業誘致にもっと力を入れる。企業側の理念・思い
を発信する。

自分たちでできること

地域でできること

手伝ってほしいこと

好きでしょ？猪苗代　おいしいときめき♡
そんなあなたに‼うちの横空いてますよ‼

こっちゃ来い

将来のまちのすがた

空き家や国道 49 号沿いの空き地を生かしたチャレ
ンジ特区をつくる。

実現に向けたアイデア

空き家・空き地を有効活用し、誰もがチャレンジで
きる環境をつくる。
地場産品を活用することで魅力を発信でき、総合的
に町が活性化する。

効果

生産者と加工者をつなぐ。
プロモーション。

地域をよく知るおせっかい屋さんなどからの協力。

インフラ整備。税制優遇で「最初の一歩」を後押し
する。補助金や融資など “ まとめて ” 支援する。

自分たちでできること

地域でできること

手伝ってほしいこと

将来のまちのすがた
豊かな自然を保ち、

住む人来る人
みんな猪

い
き猪

い
きする町

若い世代とお年寄りの交流による町の活性化。
実現に向けたアイデア

40 年前の人口（約１万８千人）をこれからの 10 年
で取り戻せたら、町も潤う（10 ～ 30 代と 40 代～
後期高齢者の盛んな交流が実現）。

効果

有償、無償ボランティアによるイベントを開催する。
居心地の良い場所づくり。

地区ごとの交流会を開催する。
社会福祉協議会が支援しながら、子どもたちを巻き
込んで各地で行われているサロンを大きくする。

民生委員や各小中学校、高校、特別支援学校のバッ
クアップ。

自分たちでできること

地域でできること

手伝ってほしいこと

　いなわしろみらい会議に参加しようと思っ
た理由は、毎月広報猪苗代に掲載される現在
人口がこの 10 年くらいでどんどん減ってい
るのを目の当たりにして、住民として町の観
光事業者として危機感を感じていたからです。
　会議に出てみると参加された皆さんは、私
が想像していた以上に猪苗代に対する温かい
思いがあるなと思いました。そのような思い
のある町役場の方々や参加者のいる猪苗代の
未来は明るくなるはずと期待しています。
　10 年後の猪苗代町はたとえ少子高齢化で
町が経済的に縮小したとしても、持続可能で
自然の豊かさを生かした高付加価値な観光地

「猪苗代」であり続けられていると嬉しいです。

参加者の声

いなわしろみらい会議に参加した皆さんが思い描く 10 年後の猪苗代はきっと明るいはず


